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大阪府立北野高等学校 令和元年度 第 1 回 学校運営協議会 議事録（抄） 
 
１．日 時：令和元年 6 月 14 日（金）15:10～16:30 
２．時 程：15:10～16:30 学校運営協議会  （於：校長室） 
（１）校長挨拶 
（２）協議会会長・副会長の選出 
（３）授業参観に対する感想・意見（〇：学校運営協議会委員 ●：事務局員） 

（ア）授業の構成 
○自分が学生の頃は進度も早く、英語の原書を読む授業もあった。今日の授業は

ゆっくりと理解させる印象。ディスカッションを重んじている授業だった。ど

ちらが良いかはわからないが、進路実現に貢献しているのだろうなと思って見

ていた。 
○多読や精読も一定必要ではないか。 

    （イ）ICT の活用 
○タブレット等 ICT を効果的に使用されていた。 
○文字を映すだけでなく、当時の生活が分かるような画像（古典）を見せるのも

良いのでは。 
   （ウ）生徒の様子 
    ○発言の際の声が小さいのが気になった。 
    ○着席したままで発言するのが気になった。責任を持つという意味でも立って 
     発言させるべきでは？ 
    ○思っていたより生徒たちは楽しそうに授業を受けていたのが良かった。 
（４）事務局より今年度の報告 

    ●校長 
本年度学校経営計画について 
・継続性が大切だと思っているので、大きく変えたところはない。ただ、今年

度より SGH の後継事業である WWL（ワールドワイドラーニング）コンソー

シアム構築支援事業の拠点校となったので、この取組については粛々と進め

ていく。生徒達には「人間力をつけなさい」と言っている。いいリーダーに

なるため、行事・クラブに一生懸命に取り組んでほしい。 
    ●教務部 
          ・教科書選定スケジュール 
      ・観点別評価 今年度より全学年で実施 
    ●進路部 
     ・131 期入試結果・・・健闘した。大阪大は志望者がそもそも少なかったので減

少した。神戸大は後期での合格者が多かった。 
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・132 期現状報告・・・志望者の比率では 131 期とほぼ同じ。違いとしては東

大志望者が多いことが挙げられる。 
    ●指導部 

・ここまでの行事は天候にも恵まれ、活発に行われていた。 
剣道部は今年も近畿大会。陸上部は本日近畿大会。インターハイを目指して

頑張っている。また、囲碁将棋部（将棋）が全国大会に出場を決めた。 
・「遅刻・欠席を減らしていこう」という学校の姿勢は示していきたい。 
・安全安心な学校づくりについて、機会を作って発信していきたい。 

●首席 
 ・高大接続…大学入試改革への取り組み 
   ①思考力判断力表現力の育成②英語の 4 技能の育成③探究活動 
 ・新教育課程作成に向けて 
●首席 
・WWL 事業について・・・今年度が初年度で走りながら作り上げている状況。 

海外の高校生との関わりを通じて対応力を身に着

けていく。 
  （５）協議・意見交流 

○観点別評価とは？ 
●興味関心・知識理解・思考力判断力表現力、これらを測る問題を作ったり観点

を作ったりしたうえで評価をする。小学校・中学校ではすでに行われている。 
○大学入試・カリキュラムなど、新しいことが多く入ってきた。先生方もお忙し

いとは思うが頑張って頂きたい。ディスカッションを重視した授業も大事だが、

それをやれるだけの基礎をしっかり作る授業もあれば。そして大きな声で発表

できるように。 
○人間力について、社会的にどう振舞えばいいかというのは、授業とは別のアク

ティビティで育まれるのではないか。部活動で先輩の指導を受ける、あるいは 
社会に揉まれる、その中で自分の意見を言う、という機会は大事。 
いろいろなイベントで頑張っている人を認める仕組みがあればいい。課題研究

発表会で優秀賞などで報いるなど… 
●課題研究や文化活動ではハナニラバッジ、運動系は木の葉バッジが授与される。 

生徒は誇らしげに付けている。 
    ○大学では特色入試を行っている。高校でどのようなことを頑張ったかというプ

ルーフを求めている。優秀な学生諸君に対しては、その頑張りを認めてあげる

のが大事。 
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○中学校でも思考力・判断力・表現力は大事。発表活動は年を追うごとに段々と上

達する。安心安全は中学校でも大切。知らない人を校内で見かけたら、顔を見て

大きな声で挨拶するのが抑止力になる。また何かがあれば職員が動ける態勢を作

っている。 
   ○同窓会館の使い方で時々気になることがある。片付けなどをきちんとできるとい

うことも人間力に繋がるのではないかとふと思った。 
○若い人は総じておとなしく、失敗を恐れる。小学校でも子供を守って下さる。失

敗しても大人が手厚くフォロー。子どもの時期こそ失敗をしておかないと。外の

人たちと交流する機会が必要では。 
   ○人間力と言えば、コミュニケーション力。子供が中学時代にもまずは挨拶をする

ことから始めようということになったが、極端な話、学校の先生の方が挨拶をし

ないという声があがった。自発的に挨拶をするという指導をしていただければあ

りがたい。 
 
 （６）さいごに 
    学校への意見書はあったか。 （意見書の提出はなかった。） 
                      
              次回の学校運営協議会は 10 月 12 日（土）実施予定 
 


